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に
よ
り
促
成
栽
培
が
導
入
さ
れ
、
ク
リ
ス

マ
ス
出
荷
が
本
格
化
し
た
こ
と
も
、
イ
チ

ゴ
栽
培
の
発
展
要
因
だ
。
そ
し
て
、
98
年

に
種
苗
法
の
改
正
（
イ
チ
ゴ
の
新
種
登
録

有
効
期
限
20
年
）
が
あ
り
、
甘
い
、
大
き

い
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
全
国
で
新
品

種
開
発
の
競
争
が
起
き
た
。
現
在
は
、
東

日
本
は「
と
ち
お
と
め
」（
96
年
）が
優
勢
、

西
日
本
は
「
あ
ま
お
う
」（
２
０
０
５
年
）、

「
さ
が
ほ
の
か
」（
01
年
）
が
多
い
。（
注
、

と
ち
お
と
め
の
全
国
シ
ェ
ア
は
40
％
）

新
品
種
開
発
競
争

イ
チ
ゴ
の
産
地
間
競
争
は
品
種
の
競
争

で
も
あ
る
。
イ
チ
ゴ
生
産
日
本
一
は
栃
木

県
で
あ
る
が
、
栃
木
県
の
品
種
開
発
を
み

位
キ
ュ
ウ
リ
１
５
３
８
億
円
の
順
で
あ
る

（
農
水
省
「
生
産
農
業
所
得
統
計
」
16
年
）。

イ
チ
ゴ
は
江
戸
時
代
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら

伝
わ
っ
た
が
、
消
費
者
に
普
及
し
た
の
は

第
２
次
大
戦
後
で
あ
る
。
１
９
６
０
年
代

に
米
国
産
の
ダ
ナ
ー
が
登
場
し
、
埼
玉
県

で
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
た
。
し
か
し
、
酸
味

が
強
く
、
練
乳
を
か
け
て
食
べ
た
り
、
ス

プ
ー
ン
で
潰
し
て
牛
乳
と
砂
糖
を
か
け
て

食
べ
た
。
今
の
よ
う
に
、
生
の
ま
ま
食
べ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
80
年
代
以
降
で
あ
る
。

80
年
代
に
な
る
と
、
栃
木
の
「
女
峰
」

（
品
種
登
録
85
年
）、福
岡
の
「
と
よ
の
か
」

（
84
年
）
が
登
場
、
80
年
代
は
「
女
峰
」

と
「
と
よ
の
か
」
の
東
西
２
強
が
長
く
支

配
し
た
。
85
年
頃
か
ら
育
成
方
法
の
開
発

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
果
物
売
場
に
行
く

と
、
一
番
い
い
と
こ
ろ
に
イ
チ
ゴ
が
並
ん

で
い
る
。イ
チ
ゴ
売
り
場
は
一
等
地
だ（
作

物
分
類
上
は
「
野
菜
」）。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文

化
研
究
所
の
調
査
に
よ
る
と
、「
日
本
人

の
好
き
な
果
物
」
の
１
位
は
イ
チ
ゴ
、
２

位
は
ミ
カ
ン
で
あ
る
（
２
０
０
７
年
、
全

国
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）。

全
国
産
出
額
は
１
７
４
９
億
円
で
、
野

菜
・
果
実
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
３
位
で
あ
る
。

１
位
ト
マ
ト
２
５
７
４
億
円
、
２
位
ミ
カ

ン
１
７
６
１
億
円
、
３
位
イ
チ
ゴ
１
７
４

９
億
円
、
４
位
ネ
ギ
１
７
０
９
億
円
、
５
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叶 芳和

イ
チ
ゴ
は
消
費
者
人
気
一
位

し
か
し
生
産
量
は
後
退
へ

1

　

労
働
集
約
的
な
イ
チ
ゴ
栽
培
は
高
齢
化
と
労
力
不
足
で
生
産
者
が
減
少
、
生
産
は
下
降
ト
レ
ン
ド
に

あ
る
が
、
50
ａ
以
上
規
模
の
農
家
は
実
習
生
を
入
れ
て
規
模
維
持
、
単
収
ア
ッ
プ
に
成
功
し
て
い
る
。

全
国
一
の
イ
チ
ゴ
産
地
の
事
例
で
、
実
習
生
受
入
れ
の
効
果
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

全
国
一
の
イ
チ
ゴ
産
地
、

実
習
生
受
け
入
れ
て
生
産
維
持

栃
木
県
真
岡
市
（
旧
二
宮
町
）

外
国
人
実
習
生
の
現
地
ル
ポ　
実
態
と
課
題
と
展
望　

第
３
回

農業は

になった！

先進国型産業

15
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農業は先進国型産業になった！  
外国人実習生の現地ルポ　第３回
全国一のイチゴ産地、実習生入れて生産維持15

る
と
、
産
地
間
競
争
を
見
事
に
反
映
し
て

い
る
。「
と
ち
お
と
め
」
の
競
争
力
が
強

く
王
座
を
守
っ
て
き
た
が
、
他
県
産
の
と

ち
お
と
め
（
茨
城
と
ち
お
と
め
な
ど
）
が

増
え
、
ま
た
贈
答
用
の
高
級
品
種
で
あ
る

「
あ
ま
お
う
」（
福
岡
県
05
年
）
な
ど
ラ
イ

バ
ル
が
増
え
て
き
た
の
で
、「
あ
ま
お
う
」

対
抗
の
た
め
、大
粒
の
「
ス
カ
イ
ベ
リ
ー
」

を
開
発
し
た
（
11
年
）。
イ
チ
ゴ
は
高
収

益
作
物
な
の
で
、
各
県
と
も
品
種
開
発
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た（
各
県
に「
ご

当
地
品
種
」
が
あ
る
）。

し
か
し
、
イ
チ
ゴ
の
出
荷
量
は
１
９
９

０
年
代
は
ピ
ー
ク
水
準
が
続
い
た
が
、
２

０
０
０
年
頃
を
境
に
明
ら
か
な
減
少
ト
レ

ン
ド
に
あ
る
。
生
産
者
数
も
10
年
の
３
万

２
３
２
９
戸
か
ら
15
年
の
２
万
３
４
７
０

戸
に
減
少
し
た（
農
林
業
セ
ン
サ
ス
）。「
衰

退
産
業
」
の
様
相
を
示
し
て
い
る
。

図
２
は
、
主
要
県
別
に
イ
チ
ゴ
出
荷
量

の
推
移
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
県
別
２
位

の
福
岡
県
、
３
位
の
熊
本
県
は
00
年
代
初

め
か
ら
減
少
一
途
で
あ
る
（
16
年
は
01
年

比
で
両
県
と
も
32
％
減
）。
ト
ッ
プ
の
栃

木
県
も
08
年
か
ら
減
少
傾
向
に
入
っ
た

（
ピ
ー
ク
比
18
％
減
）。
し
か
し
、
こ
れ
は

若
い
人
の
減
少
と
い
う
人
口
構
成
の
変
化

に
伴
う
消
費
の
減
少
も
一
因
で
あ
ろ
う
が

（
イ
チ
ゴ
は
若
い
人
に
好
ま
れ
る
）、
必
ず

し
も
イ
チ
ゴ
が
消
費
者
の
支
持
を
失
っ
た

こ
と
を
意
味
し
な
い
。

イ
チ
ゴ
の
価
格
は
技
術
進
歩
（
特
に
単

収
向
上
）
を
背
景
に
、
長
年
１
０
０
０
円

／
kg
で
推
移
し
、
物
価
の
優
等
生
と
い
わ

れ
て
き
た
。
果
物
売
場
の
一
等
地
を
占
め

て
い
る
よ
う
に
、
消
費
者
人
気
は
あ
る
。

こ
の
数
年
、
価
格
が
上
昇
気
味
に
推
移
し

て
い
る
の
も
そ
の
反
映
で
は
な
い
か
。
生

産
量
が
減
少
し
て
い
る
の
は
、
イ
チ
ゴ
栽

培
は
「
手
間
」
の
掛
か
る
作
物
で
、
高
齢

農
家
が
撤
退
し
、
一
方
、
労
力
不
足
で
弾

力
的
に
供
給
が
増
や
せ
な
い
か
ら
で
は
な

い
か
。
実
習
生
を
入
れ
て
労
力
を
確
保
し

て
い
る
栃
木
県
二
宮
地
区
は
生
産
・
販
売

量
は
減
っ
て
い
な
い
（
表
２
参
照
）。
全

国
的
な
生
産
量
の
減
少
は
、
供
給
力
不
足

の
影
響
も
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。

ち
な
み
に
、
全
国
の
イ
チ
ゴ
生
産
者
数

は
10
年
の
３
万
２
３
２
９
戸
か
ら
、
15
年

の
２
万
３
４
７
０
戸
へ
、
わ
ず
か
５
年
間

で
27
％
も
減
少
し
た
（
表
１
、
注
参
照
）。

作
付
面
積
は
１
９
９
０
年
代
は
１
万
ha
台

に
あ
っ
た
が
、
２
０
０
０
年
７
４
５
０

ha
、
16
年
５
３
７
０
ha
に
減
少
し
た
。
生

産
量
は
技
術
進
歩
（
単
収
ア
ッ
プ
）
で
あ

る
程
度
支
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
イ
チ
ゴ
栽
培
に
係
わ
る

研
究
開
発
は
、
品
種
開
発
な
ど
農
学
系
が

先
行
し
、
収
穫
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
な
ど
工
学

系
の
研
究
開
発
は
遅
れ
て
い
る
。
生
産
者

減
少
の
背
景
で
あ
る
。

な
お
、
全
国
の
出
荷
量
は
ピ
ー
ク
時
02

年
の
19
万
ｔ
か
ら
16
年
の
15
万
ｔ
へ
24
％

減
少
し
た
。
主
要
県
の
シ
ェ
ア
は
栃
木

16
％
、
福
岡
10
％
、
静
岡
６
・
２
％
、
長

崎
５
・
９
％
、
熊
本
５
・
８
％
、
佐
賀
５
・

５
％
、
茨
城
５
・
１
％
、
愛
知
５
・
０
％

で
あ
る
（
16
年
生
産
額
ベ
ー
ス
）。
各
県

で
新
品
種
開
発
が
進
ん
で
い
る
が
（
各
県

に
登
録
品
種
が
一
つ
は
あ
る
）、
上
位
県

へ
の
集
中
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

全
国
一
の
イ
チ
ゴ
産
地
は

二
宮
尊
徳
ゆ
か
り
の
地

2
全
国
市
町
村
別
の
イ
チ
ゴ
生
産
の
ト
ッ

プ
は
栃
木
県
真
岡
市
（
特
に
旧
二
宮
町
）
で

あ
る
。
17
年
の
販
売
金
額
は
80
億
円
（
旧
二

宮
町
58
億
円
）
で
あ
る
。
５
月
下
旬
、
訪
問

す
る
と
、
鬼
怒
川
な
ど
３
本
の
河
川
が
流

れ
る
水
田
地
帯
で
あ
る
。
街
や
畑
が
早
苗

福岡「あまおう」2005

品種

～1982
ダナー

1985
女  峰

1996
とちおとめ

2011
スカイベリー

1990年 2000年 2016年

作付面積（ha） 10,200 7,450 5,370

出荷量（ｔ） 196,200 186,300 145,000

単収（kg/10a） 2,128 2,755 2,961

表１　イチゴ栽培の推移（全国）

（出所）農水省「野菜生産出荷統計」。
（注）�イチゴの作付経営体数は2010年 32,329体、2015年 23,470体�

（農林業センサス）。

図２　イチゴ出荷量の主要県別推移
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（資料）農水省「野菜生産出荷統計」（長期累年統計）。

図１　いちご王国・栃木県の品種開発
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の
田
ん
ぼ
に
浮
か
ん
で
い
る
よ
う
な
感
じ

の
光
景
だ
っ
た
。
水
田
転
作
が
今
日
の
イ

チ
ゴ
栽
培
発
展
の
背
景
だ
。
二
宮
尊
徳
の

精
神
が
生
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
注
）
当
地
域
の
イ
チ
ゴ
栽
培
の
中
心
は
旧
二
宮
町

（
09
年
、
真
岡
市
に
編
入
合
併
）
で
あ
る
。
江
戸
後

期
、
小
田
原
藩
主
に
命
ぜ
ら
れ
「
下
野
国
桜
町
領
」

の
再
興
の
た
め
赴
任
さ
せ
ら
れ
た
二
宮
尊
徳
（
金

次
郎
）
は
、
儒
教
の
五
徳
を
踏
ま
え
協
同
組
合
の

先
駆
け
と
い
わ
れ
る
相
互
救
済
組
織
（
報
徳
社
）

を
つ
く
り
、
独
自
の
農
村
復
興
事
業
を
指
導
し
た
。

最
初
に
イ
チ
ゴ
を
導
入
し
た
の
は
二
宮
尊
徳
の
陣

屋
（
役
所
）
が
あ
っ
た
桜
町
（
後
の
芳
賀
郡
二
宮
町
、

現
在
の
真
岡
市
物
井
）
の
農
家
で
あ
る
。
当
初
、

コ
メ
や
麦
に
代
え
て
イ
チ
ゴ
を
栽
培
す
る
こ
と
に

地
域
の
農
協
は
批
判
的
で
あ
っ
た
が
、
革
新
的
な

こ
と
に
意
欲
的
な
桜
町
の
人
た
ち
が
先
行
し
た
。

二
宮
尊
徳
の
精
神
が
生
き
て
い
た
の
だ
。

当
地
域
の
イ
チ
ゴ
栽
培
は
昭
和
初
期
に

始
ま
っ
て
い
る
が
、
本
格
化
し
た
の
は
１

９
５
０
年
代
で
あ
る
。
麦
類
の
統
制
廃
止

（
52
年
）
で
、
麦
の
二
毛
作
で
収
入
を
得

て
い
た
農
家
が
新
作
物
と
し
て
イ
チ
ゴ
を

導
入
し
た
。
さ
ら
に
70
年
代
の
減
反
政
策

を
契
機
に
、
イ
チ
ゴ
栽
培
が
経
営
ベ
ー
ス

で
本
格
化
し
た
。
71
年
に
は
水
稲
売
上
と

イ
チ
ゴ
売
上
は
大
差
な
く
な
っ
た
（
当
時

は
ダ
ナ
ー
品
種
、
82
年
ま
で
）。

今
で
は
コ
メ
よ
り
イ
チ
ゴ
の
方
が
は
る

か
に
収
入
が
多
い
。
Ｊ
Ａ
は
が
野
管
内
で

は
、
イ
チ
ゴ
作
付
面
積
（
ハ
ウ
ス
面
積
）

は
１
９
４
ha
、
こ
れ
に
対
し
水
稲
の
作
付

面
積
は
９
０
５
８
ha
で
あ
る
が
、
売
上
高

は
イ
チ
ゴ
85
億
円
、水
稲
36
億
円
で
あ
る
。

イ
チ
ゴ
は
作
付
面
積
は
小
さ
い
が
、
売
上

高
は
水
稲
の
２
倍
以
上
だ
。

先
に
図
２
お
よ
び
表
１
で

見
た
よ
う
に
、
全
国
の
イ
チ

ゴ
生
産
は
減
少
ト
レ
ン
ド
が

支
配
し
て
い
る
。
し
か
し
、

旧
二
宮
町
の
イ
チ
ゴ
生
産
は

数
量
も
金
額
も
減
少
は
見
ら

れ
な
い
。
表
３
に
示
す
よ
う

に
、
２
０
０
５
年
に
比
べ
17

年
の
販
売
金
額
は
15
％
の
増

加
で
あ
る
。
数
量
は
横
ば
い

だ
が
、
単
価
ア
ッ
プ
が
寄
与

し
た
。

若
い
人
材
が
技
術
革
新

二
宮
町
の
競
争
力
の
源
泉

は
、
第
１
に
は
冬
の
日
照
時

間
が
長
い
と
い
う
自
然
条
件

の
有
利
さ
が
あ
る
。
第
２
は

「
と
ち
お
と
め
」
と
い
う
競
争
力
の
強
い

品
種
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も

う
ひ
と
つ
、
第
３
に
、
若
い
人
材
が
多
い

こ
と
だ
。
イ
チ
ゴ
栽
培
は
技
術
進
歩
が
大

き
い
。
栃
木
県
の
10
ａ
当
た
り
単
収
は
１

９
７
０
年
代
の
１
・
６
ｔ
か
ら
、
２
０
０

０
年
４
・
８
ｔ
、
16
年
４
・
３
ｔ
に
向
上

し
た
（
全
国
平
均
は
１
・
３
ｔ
か
ら
、
２
・

７
ｔ
、
３
・
０
ｔ
に
上
昇
）。（
注
、
栃
木

県
の
単
収
が
00
年
代
に
な
っ
て
下
降
ト
レ

ン
ド
に
あ
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
？　

意
味
不
明
）。

若
い
人
は
新
し
い
技
術
に
す
ぐ
飛
び
つ

く
。
炭
酸
ガ
ス
や
電
照
な
ど
新
し
い
技
術

採
用
で
単
収
も
高
い
。
高
齢
者
は
新
技
術

の
採
用
が
な
く
、
従
来
通
り
。
二
宮
地
区

は
若
い
人
が
多
い
た
め
技
術
革
新
に
積
極

的
と
思
わ
れ
る
。

二
宮
町
で
も
、
技
術
力
格
差
か
ら
、
10

ａ
当
た
り
単
収
は
２
ｔ
か
ら
10
ｔ
ま
で
の

開
き
が
あ
る
。
イ
チ
ゴ
の
価
格
は
１
０
０

０
円
／
㎏
で
あ
る
か
ら
、
粗
収
入
で
い
う

と
、
10
ａ
当
た
り
２
０
０
万
円
か
ら
１
０

０
０
万
円
ま
で
の
格
差
だ
。
つ
ま
り
、
技

術
力
ト
ッ
プ
の
10
ａ
当
た
り
粗
収
入
は
１

０
０
０
万
円
だ
（
普
通
は
７
０
０
万
円
）。

ア
ス
パ
ラ
と
イ
チ
ゴ
は
長
年
１
０
０
０

円
／
㎏
と
変
わ
ら
ず
、
物
価
の
優
等
生
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
単
収
ア
ッ
プ
で
コ
ス

ト
増
を
相
殺
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

二
宮
町
の
イ
チ
ゴ
経
営
は
１
戸
当
た
り

70
～
80
ａ
で
周
辺
地
区
の
２
倍
の
規
模
で

あ
る
（
Ｊ
Ａ
は
が
野
平
均
は
35
ａ
）。
イ

チ
ゴ
管
理
は
一
人
10
ａ
な
の
で
（
家
族
３

人
で
は
Ｍ
ａ
ｘ
45
ａ
）、
50
ａ
以
上
の
生

産
者
は
ほ
と
ん
ど
実
習
生
が
い
る
。
高
齢

化
、
労
力
不
足
で
、
全
国
各
地
の
イ
チ
ゴ

栽
培
は
作
付
面
積
の
減
少
、
生
産
量
の
減

少
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
が
、
二
宮
町
は
規

模
が
大
き
い
の
で
実
習
生
を
入
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
労
力
不
足
を
免
れ
生
産

を
維
持
、
一
方
、
全
国
の
供
給
不
足
か
ら

表２　イチゴの販売/出荷量の推移（単位：ｔ）

二宮町 栃木県 全国

1990 21,600 196,200

2000 25,000 186,300

2005 5,201 28,100 177,600

2008 5,417 27,600 173,000

2014 5,098 23,600 150,200

2015 4,969 23,100 145,200

2016 5,139 23,400 145,000

2017 5,194

表３　ＪＡはが野いちご販売の推移

販売量 販売金額 単価 農家数 二宮支部
（ｔ） （百万円） （円/㎏） （イチゴ部会） 販売金額

2005年 8,684 8,579 988 755 5,107

2008年 8,867 8,283 934 5,023

2014年 8,182 8,269 1,011 5,164

2015年 8,077 8,654 1,072 596 5,300

2016年 8,312 9,060 1,090 582 5,570

2017年 8,335 9,384 1,126 569 5,848

増減率（17/05） −4.0 9.4 14.0 −24.6 14.5 

（出所）二宮町はJAはが野調べ。栃木県および全国は農水省「作物生産出荷統計」。

（出所）平成29年度 JAはが野イチゴ部会総会資料
（注）�2017年販売額94億円の支部別内訳は、真岡22億円、二宮58億円、益子４億円、�

芳賀10億円である。
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農業は先進国型産業になった！  
外国人実習生の現地ルポ　第３回
全国一のイチゴ産地、実習生入れて生産維持15

く
る
単
価
ア
ッ
プ
の
恩
恵
を
受
け
て
、
販

売
金
額
が
増
大
し
て
い
る
。（
注
、
そ
れ

で
も
生
産
者
は
年
10
戸
減
っ
て
い
る
。）

二
宮
町
に
在
留
す
る
実
習
生
は
約
２
０

０
人
と
み
ら
れ
る
。
イ
チ
ゴ
生
産
者
６
４

０
戸
の
う
ち
、
実
習
生
を
入
れ
て
い
る
農

家
は
Ｊ
Ａ
部
会
37
戸
で
実
習
生
１
１
５

人
、
こ
れ
は
「
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入

れ
協
議
会
」（
事
務
局
は
農
協
に
置
い
て

あ
る
）
か
ら
斡
旋
。
こ
の
ほ
か
他
の
監
理

団
体
３
社
か
ら
受
け
入
れ
て
い
る
農
家
が

あ
り
、
総
数
２
０
０
人
と
推
定
さ
れ
る
。

協
議
会
の
斡
旋
は
約
半
数
で
あ
る
。

（
注
）
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、

旧
二
宮
町
の
農
業
経
営
体
数
は
１
０
５
５
、
う
ち
常

雇
の
あ
る
経
営
体
は
１
１
４
、
常
雇
人
数
は
４
９
９

人
で
あ
る
。
外
国
人
実
習
生
を
２
０
０
人
と
す
る�

と
、
常
雇
人
数
に
占
め
る
割
合
は
４
割
で
あ
る
。

規
模
拡
大
と
実
習
生

50
ａ
が
階
層
分
岐
点

3
二
宮
町
に
は
イ
チ
ゴ
作
付
面
積
１
ha
を

超
え
る
農
家
が
６
戸
あ
る
。
そ
の
一
人
、

イ
チ
ゴ
栽
培
50
年
の
上
野
義
近
氏
（
真
岡

市
大
根
田
）
を
訪
問
し
た
。
作
付
面
積
１

１
５
ａ
、
イ
チ
ゴ
農
家
と
し
て
は
大
規
模

経
営
で
あ
る
。
イ
チ
ゴ
販
売
高
は
約
７
５

０
０
万
円
。

規
模
拡
大
の
推
移
は
、
家
族
労
働
の
時

は
50
ａ
（
た
だ
し
パ
ー
ト
２
人
）、
10
年

前
実
習
生
を
入
れ
て
１
０
０
ａ
に
規
模
拡

大
し
た
。
労
働
力
は
家
族
３
人
、
実
習
生

４
人
（
中
国
人
、
男
２
人
、
姉
妹
２
人
）、

計
７
人
で
あ
る
。
10
年
前
か
ら
実
習
生
を

受
け
入
れ
て
お
り
、
す
で
に
卒
業
生
が
10

人
以
上
い
る
。
帰
国
者
の
中
に
は
、
こ
こ

で
稼
い
だ
カ
ネ
で
小
麦
の
収
穫
機
を
購
入

し
、
農
業
に
就
い
て
い
る
人
も
い
る
（
イ

チ
ゴ
栽
培
の
人
は
い
な
い
）。
今
年
９
月

帰
国
予
定
の
人
は
３
年
間
で
４
０
０
万
円

送
金
し
た
。

実
習
生
の
賃
金
は
、
４
、
５
月
の
イ
チ

ゴ
多
忙
期
は
支
給
額
21
万
円
、
通
常
期
は

15
万
～
16
万
円
。「
う
ち
の
実
習
生
は
20

代
前
半
、
失
踪
者
は
い
な
い
。
月
給
は
15

万
～
16
万
円
だ
け
ど
、
働
く
環
境
が
良
い

か
ら
で
し
ょ
う
」。
11
年
の
東
日
本
大
震

災
の
時
も
、
農
協
管
内
は
半
数
が
帰
国
し

た
が
、
こ
こ
は
一
人
も
帰
ら
な
か
っ
た
と

い
う
。

「
自
分
の
子
供
と
同
じ
よ
う
に
扱
っ
て
い

る
。
２
カ
月
に
一
度
は
街
の
レ
ス
ト
ラ
ン

に
食
事
に
誘
っ
て
あ
げ
て
い
る
。
ク
リ
ス

マ
ス
に
は
家
で
ご
馳
走
す
る
。
お
正
月
に

は
お
年
玉
を
あ
げ
る
。
５
月
31
日
、
イ
チ

ゴ
出
荷
納
め
の
日
に
は
食
事
す
る
」
と
い

う
。
こ
う
し
た
家
族
的
扱
い
の
効
果
で
あ

ろ
う
か
、
父
の
日
・
母
の
日
に
は
、
実
習

生
が
花
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
。
お
盆
に

は
線
香
を
持
っ
て
く
る
と
い
う
。

実
習
生
は
、
夜
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

遊
ん
で
い
る
（
無
料
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
）。
前

に
い
た
実
習
生
は
毎
週
、
東
京
へ
、
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
っ
て
い
た
と
い
う
。

筆
者
は
こ
の
数
カ
月
、
実
習
生
の
現
場
を

歩
い
て
き
た
が
、
そ
の
中
で
出
会
っ
た
一

番
温
か
い
話
だ
。例
外
中
の
例
外
で
あ
る
。

松
本
正
己
氏
（
真
岡
市
物
井
）
の
イ
チ

ゴ
栽
培
は
、
地
域
の
平
均
的
な
規
模
だ
。

ハ
ウ
ス
面
積
66
ａ
、
１
０
０
％
Ｊ
Ａ
集
荷

場
に
出
荷
す
る
。
去
年
の
売
上
高
は
６
８

０
０
万
円
（
75
ａ
）、
10
ａ
当
た
り
９
０

０
万
円
と
高
い
。
も
う
カ
ネ
は
要
ら
な
い

の
で
、
今
年
は
10
ａ
減
ら
し
た
と
い
う
。

労
働
力
は
家
族
３
人
、
実
習
生
２
人
（
中

国
人
）
の
５
人
。
昨
年
は
日
本
人
パ
ー
ト

も
一
人
い
た
。
現
在
56
歳
で
あ
る
が
、
60

歳
ま
で
は
66
ａ
を
続
け
、
そ
の
後
70
歳
ま

で
50
ａ
で
続
け
た
い
と
い
う
。
あ
ま
り
欲

の
な
い
人
で
あ
る
。

実
習
生
は
女
性
で
、
二
人
と
も
既
婚

者
。
募
集
に
際
し
、
失
踪
な
ど
の
リ
ス
ク

を
考
え
、
ダ
ン
ナ
と
子
供
を
中
国
に
置
い

て
い
る
人
を
頼
む
と
条
件
を
付
け
た
ら
し

い
（
ダ
ン
ナ
は
捨
て
て
も
子
供
は
捨
て
ら

れ
な
い
）。カ
ル
チ
ャ
ー
の
違
い
に
は
時
々

直
面
す
る
よ
う
だ
。

休
日
、
実
習
生
は
買
い
物
に
行
く
。
自

転
車
で
街
ま
で
20
分
。
若
い
人
で
自
転
車

に
乗
っ
て
い
る
の
は
実
習
生
と
思
え
ば
い

い
と
い
う
。
地
域
の
花
火
大
会
や
祭
り
な

ど
に
参
加
さ
せ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
は
つ
ま

ら
な
い
よ
う
だ
。
実
習
生
同
士
の
交
流
は

あ
る
。
ウ
ィ
チ
ャ
ッ
ト
か
ラ
イ
ン
か
、
ス

マ
ホ
で
国
元
と
会
話
し
て
い
る
。
寂
し
く

は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

実
習
生
は
残
業
し
た
が
る

㈲
イ
イ
ヤ
マ
農
産
（
飯
山
克
則
社
長
、
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真
岡
市
物
井
）
を
訪
問
し
た
。
１
１
０
ａ

の
大
規
模
経
営
で
あ
る
。
出
荷
は
ス
ー

パ
ー「
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
」（
本
店
：
福
島
）

に
出
し
て
い
る
。
農
協
経
由

－

市
場
の
普

通
流
通
よ
り
高
値
で
販
売
で
き
る
。
グ
ラ

ム
換
算
で
１
割
の
高
値
で
あ
る
。
１
０
０

ａ
経
営
な
ら
７
０
０
万
～
１
０
０
０
万
円

の
差
に
な
る
。
イ
イ
ヤ
マ
農
産
の
よ
う
な

ス
ー
パ
ー
な
ど
と
直
接
取
引
す
る
特
殊
販

売
は
全
農
家
の
３
割
い
る
。
特
殊
販
売
農

家
は
冷
蔵
庫
グ
ル
ー
プ
と
称
し
て
い
る
。

技
術
は
ト
マ
ト
栽
培
の
方
が
進
ん
で
い
る

の
で
、
イ
チ
ゴ
農
家
は
ト
マ
ト
に
学
ん
で

い
る
よ
う
だ
。
収
穫
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
は
ま

だ
実
現
し
て
い
な
い
。

イ
イ
ヤ
マ
農
産
は
、
家
族
労
働
の
時
は

40
ａ
で
あ
っ
た
が
、
23
年
前
、
日
系
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
２
人
を
雇
用
し
た
の
を
契
機
に

規
模
拡
大
に
転
じ
（
80
ａ
）、
10
年
前
外

国
人
実
習
生
を
入
れ
１
１
０
ａ
に
な
っ

た
。規
模
拡
大
は
雇
用
労
働
依
存
で
あ
る
。

現
在
、
労
働
力
は
家
族
３
人
、
外
国
人
実

習
生
６
人
（
中
国
人
）、
日
本
人
１
人
、

計
10
人
で
あ
る
。

実
習
生
の
賃
金
は
、
残
業
を
月
40
時
間

に
と
ど
め
れ
ば
、
支
給
額
は
18
万
円
で
あ

る
（
栃
木
県
の
最
低
賃
金
は
８
０
０
円
、

残
業
手
当
１
時
間
分
は
１
０
０
０
円
、
40

時
間
残
業
す
れ
ば
４
万
円
）。「
政
府
の
言

う
通
り
に
す
れ
ば
、実
習
生
は
逃
げ
出
す
」

と
い
う
。
実
習
生
は
残
業
を
し
た
が
る
。

「
残
業
あ
り
ま
す
か
」。
こ
れ
が
実
習
生
に

最
初
に
聞
か
れ
た
こ
と
と
い

う
。
残
業
が
月
80
時
間
あ
る

と
支
給
額
22
万
円
、
こ
れ
だ

と
喜
ぶ
。
20
万
円
を
超
え
る

と
喜
ぶ
。
90
時
間
に
な
れ
ば

大
喜
び
。
支
給
額
23
万
円
、

手
取
り
20
万
円
に
な
る
。
実

習
生
は
大
喜
び
、
経
営
者
も

喜
ぶ
。
誰
も
文
句
は
い
わ
な

い
。
政
府
の
監
督
官
庁
だ
け

ダ
メ
だ
と
い
う
。

イ
チ
ゴ
栽
培
は
季
節
性
が

大
き
い
。
夏
場
は
仕
事
が
な

い
。「
収
穫
期
な
ど
、
イ
チ

ゴ
が
多
忙
な
時
、臨
時
的
に
、

80
時
間
、
90
時
間
を
認
め
て

ほ
し
い
」。
イ
チ
ゴ
農
家
の

共
通
な
要
望
で
あ
る
。「
年

間
所
定
労
働
時
間
２
０
８
０

時
間
、
繁
忙
期
は
残
業
80
時
間
」
と
い
う

よ
う
な
ル
ー
ル
を
望
ん
で
い
る
。

季
節
性
の
大
き
い
農
業
で
は
、
三
六
協

定
の
締
結
を
指
導
し
な
が
ら
、
残
業
規
制
取

締
り
の
弾
力
化
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

地
域
社
会
と
の
共
生

実
習
生
版
５
Ｈ
ク
ラ
ブ

4
農
場
調
査
で
思
う
こ
と
は
、
流
通
技
術

の
重
要
性
で
あ
る
。
現
地
で
食
す
る
完
熟

イ
チ
ゴ
は
実
に
美
味
し
い
。
東
京
で
流
通

し
て
い
る
イ
チ
ゴ
は
１
月
を
除
く
と
ま
っ

た
く
「
別
の
果
物
」
で
あ
る
。
美
味
し
さ

の
格
差
が
大
き
い
。
完
熟
前
に
収
穫
す
る

か
ら
だ
。
流
通
技
術
が
良
く
な
れ
ば
、
イ

チ
ゴ
の
消
費
は
大
き
く
増
え
る
の
で
は
な

い
か
。

実
習
生
の
実
態
に
接
し
て
思
う
こ
と

は
、「
非
融
和
性
」
で
あ
る
。
う
ま
く
表

現
で
き
な
い
が
、“
孤
立
”
あ
る
い
は
“
隔

離
”
も
感
じ
る
。
今
後
、
実
習
生
は
ま
す

ま
す
増
え
て
い
く
と
み
ら
れ
る
が
、
地
域

社
会
と
の
共
生
が
重
要
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
現
状
は
融
和
性
は
低
い
。
中
国
の

北
京
や
上
海
で
、
農
民
戸
籍
の
農
民
工
と

都
市
居
民
の
間
に
壁
が
あ
る
よ
う
な
も
の

だ
。
今
後
、
実
習
生
の
就
労
期
間
は
５
年

間
に
延
長
さ
れ
る
。
10
年
へ
の
延
長
も
検

討
さ
れ
て
い
る
。社
会
の
安
定
性
の
た
め
、

共
生
の
努
力
が
望
ま
れ
る
。

日
本
の
農
村
で
は
、「
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
」

や
「
青
年
団
」
が
交
流
の
機
会
を
作
っ
て

き
た
。
外
国
人
実
習
生
を
含
め
た
交
流
組

織
「
実
習
生
版
５
Ｈ
ク
ラ
ブ
」（
仮
称
）

を
創
り
、
実
習
生
と
地
域
社
会
の
共
生
の

場
を
創
っ
て
は
ど
う
か
。
何
か
交
流
の
仕

組
み
が
欲
し
い
。
地
域
社
会
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
「
社
会
起
業
家
」
の
出

現
を
期
待
し
た
い
。

実習生の寮。受け入れ先によって寮はさまざまだ。


